
1 

 

        会議録        

会 議 名 第 13 回文化芸術振興推進評議会 

日 時 平成 27 年 5 月 25 日（月） 午後 4 時 00 分～ 5 時 30 分 

場 所 生涯学習センター（クリエイトホール）第 7 学習室 

出

席

者

氏

名 

評 議 員 
白澤宏規・伊藤淳子・新堀俊明・有賀万美・西川柳時・前田満寿美 

牧野彦市・宮﨑珠子・飯塚栄子・五味渕栄子・寺山良子 

説 明 者 
市民活動推進部長 大野哲宏 

学園都市文化課長 小浦晴実・学園都市文化課 課長補佐 南部かや 

事 務 局 学園都市文化課 主事 露崎拓・主事 田邉紀博 

欠 席 者 氏 名 鈴木雅徳 

議 題 

１ 文化芸術振興計画策定について 

２ 策定スケジュールについて 

３ その他 

公開・非公開の別 ｢公開｣ 

非 公 開 理 由 - 

傍 聴 人 の 数 0 人 

配 付 資 料 名 

〔事前配付資料〕 

資料 1  文化芸術振興計画の策定について 

資料 2  各行政分野での文化芸術の活用事例 

資料 3  文化芸術振興推進評議会開催要綱 

参考資料１（仮称）八王子市文化芸術振興計画策定庁内検討会設置要綱 

 

〔当日配付資料〕 

資料 4  平成 27 年（第 47 回）八王子市市政世論調査（一部抜粋） 
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会 議 の 内 容 

 

【議題１】 文化芸術振興計画策定について 

事務局 

資料１説明 

 

評議員 

・計画策定の前提として、文化芸術の定義について共通認識を作る必要

がある。 

・また、文化芸術の定義や市民・行政の役割について共通認識を作るた

めにも、基本理念としての条例制定が必要である。検討の進捗状況につ

いてはどのようになっているのか。 

 

事務局 

・本評議会における条例制定に向けた皆様の思いについては十分承知し

ている。再度、各所との調整に向けた準備を行っている。進捗があれば、

報告させていただく。 

・文化芸術の範囲については、様々な捉え方があるが、文化芸術振興基

本法における基本的な施策を１つの範囲としたい。それ以外の部分につ

いては、本評議会等で意見を頂き検討していきたい。 

 

評議員 

・計画を策定する前提となり、基本的な考え方を示した条例の制定が必

要であるということが、評議員の意見である。 

 

座長 

・改めて、当初の意見聴取の内容である以下の２つの内容について意見

を伺いたい。 

（１）現在の文化振興計画に対する意見や感想 

（２）新たな文化芸術振興計画策定に向け、重要であると考えるテーマ

やキーワード 

 

評議員 

・文化芸術の水準を底上げしていくことが必要。 

・市民が八王子の歴史や魅力について話せるようになることが重要。 

・このためにも子どものころから文化芸術に触れることが必要である。 

 

評議員 

・現場の課題や実情に応じた計画が必要である。 

・文化芸術を継承する指導者が高齢化してきており、不足していること

が課題である。 
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評議員 

・伝統文化や古典的な文化の若手講習会などを実施しているが、仕事と

して行う人が育たないことが課題である。 

 

評議員 

・文化は資金援助される側という考え方が大きいが、文化芸術を資源と

して、お金を稼ぐという考え方も必要である。 

 

評議員 

・国内の花卉栽培は輸入に押され厳しいが、文化芸術（華道）をとおし

て、生産者を後押するなどの視点が必要である。 

 

評議員 

・海外からの観光者が地域の文化芸術活動に関心を持っていることから

も、八王子の文化芸術に興味を持ってもらう施策が必要である。 

・また、これらの観光客から刺激を受けることで、市の文化芸術活動が

発展していくのではないか。 

・文化事業を行う際に、都市間連携を意識し、他市と連携した事業が必

要である。 

 

評議員 

・広域的に人を集めることのできるイベントを市民の手で作り上げるこ

とが必要である。 

 

評議員 

・市民 1 人 1 人が参加する意識が必要である。 

 

評議員 

・織物の街や高尾山を活かし文化芸術を発信する視点が必要である。 

 

評議員 

・文化庁の「文化芸術による子供の育成事業」は学校の特色を出すとい

う視点からも重要であるが、申請等の事務が負担である。学校と文化

庁をつなぐ役割が必要ではないか。 

 

評議員 

・市内で様々なイベントが実施されているが、個々のイベントやブース

が独立して行っているように感じる。これらを繋げていくことが大切な

のではないか。 
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評議員 

・地域の歴史的な生活や文化を体験できる施設が欲しい。また、ホーム

ビジットのような体験を通して、国際理解を深めることができればと思

う。 

 

【議題２】 文化芸術振興計画の策定スケジュールについて 

評議員 

・条例が難しいのであれば、基本指針等を発表した上で、計画で行って

いくべき。このまま計画策定を進めては、文化芸術振興の基本的な考え

を定めないまま、具体的な取組を定める計画だけが進んでしまう。 

 

評議員 

・6 月頃に条例について 1 回議論する場を設けることが妥当である。 

 

事務局 

・実施に向け検討する。 

 

３ その他 

なし 

 


